DOD Occupational Safety and Health Program

DEPARTMENT OF DEFENSE

SAFETY AND OCCUPATIONAL HEALTH PROTECTION PROGRAM
国防総省労働安全衛生プログラム

1970年 労働安全衛生管理法（行政管指令12196, 29 CFR 1960年）に基づき各連邦政府機関の幹部に従業員を労働安全衛生的危険せいから守るプログラムを設立するよう義務づけられました。

1.  国防総省任命労働安全衛生責任者は国防大臣補佐です。
国防総省関係者は以下の責任があります：
2.  米海軍省






１。労働安全衛生管理局（ＯＳＨＡ）国防総省/国
構成要素






防総省構成要素労働安全衛生規則に従うこと。









２．労働安全衛生に関する物及び制作は

                                                                                                在日海軍司令官に従うこと。
                                                                       施設名

米海軍任命労働安全衛生責任者は

３。施設から配布された保護具及び安全用具を使うこと。

米海軍活動長官      ワシントン D.C.



４。あなたの施設のため、監督者や安全衛生の連絡

       タイトル                       住所




先へ危険の状態、ケガ、病気、事故等を報告する
3.  在日海軍司令官





こと。

施設名






国防総省関係者、従業員代表民間人は以下の権利が労働安全衛生任命責任者




ある：
ウイントン  ホワイト      米海軍労働安全衛生管理者

１。労働安全衛生管理局、国防総省/国防総省

                氏名                                   タイトル


構成要素規則、施設でのケガ、病気報告書

4.  在日海軍司令官





そして安全衛生プログラムの手順を入手できること施設名






。

安全部連絡先






２。国防総称構成要素が提案する代わりの規則の

ウイントン  ホワイト        243-6540


意見。

              氏名                                    電話番号


３。不安全、不健康労働状態を本文に記載されて

5.  在日海軍司令官





いる全関係者に施設が配布する正式な報告書で提出 施設名






提供すること。匿名希望可能です。

職業衛生連絡先





４。施設の安全衛生プログラムに積極的に参加する

ウイントン  ホワイト       243-6540


こと。国防総省労働安全衛生プログラムが主催する

              氏名                                    電話番号


活動には民間従業員に参加する時間を許可する

は以下の責任があります：





こと。
１．労働安全衛生管理局（ＯＳＨＡ）国防総省/国防総省構成要素

     労働安全衛生規則に従うこと。

２．不安全、不健康労働状態によるレポートの提出手順をつくり、対応を

     適切に行うこと。

３．正しい保護具と安全用具の入手、管理、義務づけること。

４．潜在的危険を確認するため各代表者と職場巡視検査を行うこと。

５．国防総省労働安全衛生プログラムをもとに従業員の権利のため抑制、妨害、

    差別、強要、報復が起こらないよう文書でその規則をたてる。

６．巡視検査中に不安全、不健康労働状態を発見した場合、その場所に張り紙をする。

７．危険状態を確実、迅速的に排除するよう保証する。その様な状態にばく露されている

    場合、排除計画があることを知らせれなければいけません。今にも起こりそうな危険

    はすぐに直さなければならない。

８．職業的事故、ケガ、病気とその原因；または職業的ケガや病気の年度報告書を

   各部署に少なくとも３０日は掲示すること。

９．管理者、監督者、従業員と従業員代表に労働安全衛生講習を行うこと。

